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上
記
の
如
き
•«

換
の
生
(5

杧
る
1,

き
に
、
外
國
銀
行 

支
店
は
新
^

に
«

出
を
爲
す
名
0'

な
る
t

と
云
ふ
に
、
. 

^
^
に
新
资
金
少
輸
入
す
る
場
合
に
於
て
の
み
然
ろ
と
一 

咎
ふ
る
こ
と
を
得
べ
し
。'若
し
外
1!

雜
行
支
店
於
其
の\ 

取
引
せ
る
ft

敦
の
或
銀
行
ょ
.
6
預
金
を
引
出
し
、
或

は\ 

叉
外
國
上
ら
偸
敦
に
宛
ぐ
振
出
しt<
r

る
要
求
观
爲
昝
手\ 

形
の
支
娜
を
求
む
る
と
せ
ば
、
此
際
に
於
け
乙
資
金
の
一 

出
<

は
單
に
移
卿
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
麥
。
3

れ
ど
ヽ\ 

賢
際
に
短
期
贷
付
資
金
を
增
加
せ
し
む
れ
ば
、
夫

れ

丈

j 

偸
敦
市
埸
^

满
^

す
名
の
.な
6

と
す
。
卽

ち

外

國

銀

行| 

支
店
グ
金
貸
叉
は
地
金
を
輸
入
す
厶
と
き
是
れ
な6

。 
| 

此
金
货
义
は
地
金
の
到
着
す
る
や
、
；否
や
英
蘭
銀
行
に
Z
 

於
け
る
外
國
銀
行
支®

の
贷
勘
定
は
®

顧

丈

增

加

す

るj 

乙
と
、
な
6

、
後
莕
«

直
ち
に
之
を
短
期
贷
付
と
し'<| 

放
出
す
る
に
至
る
べ
け
れ
ば
ヽ
此
方
法
に
侬
る
短
期
貸

< 

付
資
金
の
增
加
が
贷
付
の
膨
服
を
意
味
す
る
名
の
な
る 

乙
と
は
明
か
な
.
'
^

四
0

0

世

界

.の

石

炭

：產

額

と

消

費
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'

水
篇
«『

午n 

ノ
ミ
ス
ト』

所
&
のW

c
r
l
d
V
C
o
a
i

と
妞
す
る
一
諭 

文
の
桢
概
な0
O

昨
年一

一
頁
に
於
け
ゐ
炭
鑛
々
夫
同
罷
盟
エ
は
端
な
く 

贫
英
國
の
炭
鱗
事
業
於
如
何
に
重
要
な
る
？
の
な
る
か 

を
明&

に
せ
A

。
布
炭
の
代
用
物
の
生
產
服
實
に
從
事 

せ
る
者
は
此
機
關
を
利
用
し
て
、f

M

妒
荇
汕
及
び
他 

の
液
體
燃
料
i

此
較
す
れ
ば
不
便
、
不
潔W
:つ
其
他
の 

弱
點
を
有
す
る
燃
料
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
カ
め
允 

6

其
の

叙

身

此
等
の
燃
料
に
就
き
て®

々
の
«

«
 

行
は
れ
杧
る
於
、
石
汕
は
汽
*
の
み
な
ら
ず
汽
關
摩
に 

用
ゆ
る
動
カ
用
と
し
て
名
苏
炭
の
代
用
物
七
し
て
有
翅 

な
る
^P

の
な
る
こ
i

を
發
見
せ
6

。
然
A

.

i

«名
、
石 

炭
が
爾
袈
な
&
靡
物
把
る
の
資
格
を
失
ふ
に
至
る
ベ
き 

は
遠
き
將
來
の
こ
と
に
し
て
、
過
去
.

に
於

V

英
國
の
炭 

鑛
が
秘
露
の
鑛
山
叉
は
-二
 

I
ヲ
珍
ム
ー
，フ
山
の
麓
に
於 

け
る
金
剛
石
の
產
地
よ̂
^P

1

厝
貴
®

な
る
富
源
な
'O

 

し
舣
如
く
、"將
來
に
於
て
3

亦
英
國
製
造
業
繁
榮
のj

8 :

大
要
素
允
る
べ
し
。
左
表
は
英
國
に
於
け
る
石
炭
鹿
額 

と
諸
外
國
に
於
け
る
石
炭
產
額
と
を
.

比
較
せ
る
％
の
な

ソ
と
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。世

撂
の

跖

炭
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産
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零
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英
本
國
、
獨
逸
及
び
佛
蘭
西
に
於
け
る
千
九
百
十
一 

年
中
の
石
炭
發
掘
は
屉
造
に
無
き
多
暈
に
達
し
け
る
が 

白
耳
義
に
於
け
る
產
額
は
最
近
六
ヶ
年
中
の
嚴
低
額
を 

话
し̂

6

。
合
衆
國
に
於
け
る
千
丸
两
十
一
年
中
の
產 

■

額
は
千
九
百
十
年
の.
產
额
に
及
ば̂

る
こ
/
四
百
七
十 

五
萬
噸
な
6

し
が
、
十
年
以
前
の
產
額
と.比
較
す
れ
ば
、 

多
大
の
®
加
な6

。
千
九
百
六
年
上6

千
九
西
十
年
に 

.至
る
迄
の
前
記
諸
國
に
於
け
る
平
均

一

年
の
商
額
は
八 

億
七
千
萬
噸
に
し
て
、
此
五
年
間
に
於
け
る
年
產
額
の

增
加
は一

億
六
千
萬
噸
な6

と
す
。
此
增
加
量
の
：中1 

僚
三
百
萬
噸
は
合
衆
圃
、
三
千
ニ
百
七
十
五
萬
噸
は
英 

固
、
三
千
五
十
萬«

は
獨
逸
の
塯
加
額
な6

。
而
し
<
、
 

全
世
界
に
於
け
る
石
炭
總
商
額
の
中
英
國
本
國
は
四
分 

の
一
以
上
を̂

出
し
、
合
衆
側
は
五
分
の
ニ
以
上
を
產 

出
す
。
叉
、
英_
u

.

於
け
る
一:
人
當
6

の
產
額
は
前
記 

四
ヶ
國
に
於
け
る1

A

當
6

鹿
■

よ

'
^
名

多

し

。

千

九
 

百
十
一
年
中
に
於
け
る
平
均

一

人
當
6

の
產
額
は
卽
ち 

次
の
如
し
。

英

本

國

六

噸

■ 

五
噸

S

瓦
義 

■
蘭
西

噸

雜

錄

千
九
百
十
年
中
英
國
に
於
ズ
採
炭
業
に
從
事
せ
し
澈 

は 

一
o

ニ
七
®
五
六
〇
人
に
し
て
、
從
業
莕

j

人
當
-
o 

產
額
は
二
百
五
十
七
噸
な
6

。
，
此
從
業
者一

人
當
り
の 

產
額
に
於
て
は
英
傾
^
前
記
五
ヶ
國
の
第
二
位
に
居
る 

i

合
衆
國
の
平
均
卽
ち
六
百
十
八
噸
に
は
嚴
”
に
及 

ば
次
る
め
獅
ぁ̂

^
斯
く
の
如
く
葉
問
に
於
<
從
業

P 

■

!

.

^

3

》
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一
人
锆
6
の
產
額
に
大
な
る
差
;?
:
生
^
る

の

一
京
因 

r

设
#
の
年
齡
の
相
違
な
6
と
す
0
.
#何
i
 

れ̂
.ば
英 

國
に
於
て
は
發
掘
し
易
き
.炭
鑛
は
漸
次
涸
渴
し
、
..採
屈 

は

益

//
瞄
難
と
な
る1；

方
な
る
名

、
八
ロ
衆
國
の
炭
鑛
4
_ 

it
較
的
に
新
ら
.し
き
名
の
な
る
を
，以
て
な
6
。

•«
つ
て

過

去

十

年

問
に
於

け

る

英|?
(

地

の

右

炭

產

額

を

見
；る
に 

左

の

如t
。

.

英
領
地
©

S
炭
産
額

已 年

I
— 次  ，一 '、

平 „■〒•一 

均年均牟
、 ノ、一，<
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K 印 
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跟
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S

六
.S.
證

i

i(

v
i
®

10.0

八il
_

V
K
Q

年
^

に
於
て
印
度
の
產
额
は
其
年 

，

、の

前

の

五

ヶ

.
年

の

產

额

厶

比

較

す

れ

ぱ

五

 

一

%

の

增

、y
ド
の
産
額
はIi

三
の
增
加
、
加
奈
太.の
產
額
は
四
一
 

%

の
播
加
、
南
逝
の
庞
額
は
八
五
^
の
增
加
を
示
し
杧

\ 

•

i

J

九
〇
六

丨一

〇
年
間
に
於
て
南
茆
產
額
紗
激
增 

し
た
る
於
如
く
見
ゆ
る
は
南
亞
戰
银
中
に
於
け
る
同
他 

の
產
額
と
比
較
せ
る
、が
爲
；

g

な
.

CV。

,
飜
つ
て
石
炭
の
價
格
を
考
究
す
る
に
、
英
國
に
钤
け 

る一

噸
の
價
格
は
炭
鑛
に
於
て
一
九
〇
一
ー
五
年
の7£ 

年
間
は
七
志j 

?

ー
五
片
、
|
九
〇
六
丨
_
一
 

〇
年
?)
k

 

年
間
は
八
志
三
®
七
五
：

t

に
し
て
、
一
九一

1

年
に
は
八 

志 

一
•
七
五
片
な
6

き
。，合
衆
轉
に
於
け
る
償
額
は
此
三 

年
間
に
於
て
五
志
！

七
五.片
，、
五

志I

o

片
及
び
五 

dt

セ1
.
0
®

七
五
片
な
6

き
6

之
に
反
し
て
、
獨
逸
に
泠
て 

は
最
初
の
五
年
間
に
一
年
の
平
均
償
額
八
志
九0片
な 

6

し
名
の
，次
の
瓦
年̂

に
は
丸
志
ニ
〇
® 
ニ
.五
片
に
上 

6

」

九 

一|

年
に
は
九
志
九
® 
一
 j

五
片
七
と
な
.れ
6

0 

苍
炭
の
.價
額
.の
變
動
於
斯
く
の
如
く
輕
微
な
ろ.し
は
、 

本
®

紀
0

始
ょ
レ
物
®

及
び
賃
親
舣
一
般
に|1
*

せ
る 

の

事

實

に

想

到

せ

ば

、

注

目

に

値

す

べ

き

，こ

と

な

A

ざ 

す
。
然
A

と
*

名
、

一
九
二
一
年
に
於
け
る
石
炭
の
價 

額

の
統
射
の
發
表
せ
ら
る
、
に
至
ら
ば
、
平
均W
格
ま

m

多
分
餘
程
騰
貴
せ
る
を
發
見
す
べ
く
、
殊
に
英
國
ic
於 

て
然
る
を
知
る
な
ら
ん
.0.
他
の
諸
國
に
於
て
は
石
双
の 

價
将
に
對
し
て
最
％
重
大
な
ム
影
#
を
與
ふ
る
0
の
は 

谷
其
地
方
に
於
け
る
石
炭
の
需
用
供
給
の
關
係
を
雪

 

英
il
に
於
け
る
價
格
は
、
^
炭
の
tt
m
於
多
®

に
上
れ 

る
爲
め
伫
、
他
の
«
々
な
る
®
il
に

依
纟
て
定
f
る
名
 

の
な
6
と

.

す
。
合
衆
國
に
於
け
る
莅
炭
の
相
場
於
左
程 

泐
搖
せ
次
る
の
一
原
園
は
實
；に
談
|1
の
石
^
輸
出
、が
比 

敕
的
少
量
な
る
を
以
て
な
6
0
,叉
、
石
炭
の
輪
出
國
と 

し
て
は
英
國
は
儍
に
第
一
位
を
占
め
、

一
九j

一
 
年
に 

は

八

七

•
〇

八

 

一
0
〇
〇
〇
噸
を
輸
出
し
、獨
逸
は
三
六
0 

六
三
四
®
〇
〇
o
噸
、
合
衆
國
は一

八
*九
五
六
6
〇
〇
〇 

«
を
輸
出
.せ
6

"
加
之
、
獨
逸
は
—
九
一
一
年
中
に一 

1

。
九
0
七
。
〇
〇
0
噸

.

(

此
四
分
の
三
は
英
國
ょ
6
輸 

.riTls

■
る)

を
職
入
^
•る
.名
.
英
1
の
輸
入
^
僅
か
.に
8 

1

©
〇
〇
〇
噸
に
上
6

fc
る
.の
•
*な
ル
き
。
此
三
ヶ
國
以 

外
に
、
日
本
、麻
太
利
、南
亜
、
>英
傾
印
度
及
び
ご
ユ
パ 

ジ
ー
ラ/

ン
.
.K.
の
輸
出
量
缺
各
其
.

S

輸
入
暈
u
ff
l
過
#
み
.

之

に

：反

し
<

、
白

耳

義

は

七
*
ニ

四

.〇

〇

〇

噸

を

輸

出

し
 

女
八
ど
ぢ
、讀
國
の
輸
ス
量«
之
に
迦
過
す
る
こ
と
ー© 

四
！
！

三
<

}
〇
〇
噸U

し
て
、
佛
蘭
西
は
叉1
1

0

•八11 

七
，®
〇
〇
o

噸
を
輸
入
せ
る
％
其
の
輸
出
量
は

一
•
七
一 

七
。
〇
〇
〇
噸
に
過
ぎ
次6

き
左
表
は
.‘
一
八
八
六
鉅
以 

後y

於
け
る
英
國
V

獨
逸
、
合
衆
國
及
び
白
瓦
義
の
輸 

出
量
を
示
す
省
の
な6
と
す
。
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產
額
に
比
較
せ
ば
、
獨
逸
の
繼
出
額
は
最
大
の
®
加 

を
見
る
に
反
し
、.
合
衆
國
の
產
額
の
夥
し
き
に
名
拘
ら 

ず
、
其
の
輸
出
量
妓
僦
少
な6
、
英
國
の
輸
出
は
尙
ほ 

撕

次

增

加

し

つ

、

ぁ

6

、

_

千

九

百

十

二

年

に

は

鑛

夫
 

间
盟
罷H

の
爲
め
多
少
減
少
せ6
。
突
飛
の
意
見
を
有 

せ
る
專
門
家
は
英
國
於
無
謀.に
名
炭
鑛
を
艦
掘
し
つ
、
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ぁ
6

と

^
«し
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且
っ
關
桃
改
正̂

#
は
石
炭
の
»
出 

を
以
て
英
國
の
富
を
ば
外
國̂

の
刺
溢
の
爲
め
に

S
 

に
輸
送
す
る
名
の
に
外
な
ら
卞i
看
做
せ
‘
o
i
.il
l

K

、

.

 

晋
人
は
石
炭
輸
出
の
塯
加
を
以
て
随
全
な
る
經
濟
上
の 

.發

達

を

意

味

す

る

の

な

.
^
/
<
レ

て

之

を

歡

迎

す

る
 

の
な
，

C
V
O

&

近
に
於
け
'る
政
府
の
調
查
に
勝
る
に
英11
-
 

の

^

炭

の

供

输

は

尙

ほ

新

百

牢

問

は

不

足

す

る

於

如

き
 

.

.こ(

と
な
か
る
べ
く
、
且
つ
必
步
や
機
械

H

學
の
進
步
發 

見
に
依
6

て
现
今
^

經
濟
な
る
消
費
方
法
を
用
ゐ
て
石.
 

炭
に
合
有
せ
ら
る
、H

ネ
ル
ギー

の1
割
五
分
乃
至11 

割

を

利

用

し

つ

、
ぁ

る

の

/>
.
な

る

を

近

き

將

來

に

於

て
 

;

»

多
^
の
ゴ

ネ

ル

■キ

ー

を

利

-«
す
る

Cと
を

^

る

に
 

至
る
べ
し
。
加
之
、
石
炭
の
輸ff
l
:
-は
產
國
の
產
業
に
必.
 

要
な
る
原
料
品
女
輸
入
す
る
商
船
の
往
航
に
積
荷
’
供 

給
し
、
航
海
業
を
利
す
る
の
便
ぁ6
。
若
し
恭
國
に
し 

て

石

炭

を

輸

出

せ

^

ら

ん

か

、

此

等

の

商

.
*
の

往

航

は 

不

利

益

と

な
6

、

從

つ<•
歸

航

に

於

け

る

運

賃

は

比

較

而
し
て
運
賃
の
引
卜
；は
英 

國

に

輸
-A

す

る

原

料

品

の

價

格

を

.騰

貴

せ

し

む

る

の

結
 

'

果
を
呈
す
べ
し
。
 

'

.

.

終
6

に
全
世
界
に
於
け
る
石
炭
の
關
す
る
統 

計
を
揭
げ
ん
ど
欲
す'。
次
.
_
は«
額
1C
*

入
額
を
加
へ
、
 

此
莉
よ
6

輸
出
猶
を
蓮
5|
^

る
％
の
な
.
0と
す
。

世
器
S
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消
鐵
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噸 

A
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園
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"
計

5
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§

I

f

s
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.
*
.
S
ふ
：八

學
八
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<

M

A
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»
.
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0
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0

0
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益
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x
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聖 
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$

0

此
表
に
示
す
消
费
總
额
は
前
表
に
示
せ
る
產
出
额
ょ 

6

名
餘
¥

し
。
此
差
は
多
少
右
炭
の
分
類
上
に
於
け 

る
各
_

間
の
«

惯
の
相
違
に
»

る
名
の
な
る
名
、
主
と 

し
で
、
莫
大
な
>
0汽
«

の
：
消

婴

額

：
の

爲

め

に

生

*

芯

贫
 

の
な
6

と
す
a
.命
凝
國
の
消
费
額
ば
英
本
_
の
消
锻
額 

の
約
二
倍i

l
l
1

分
の」

'

T

 

しV

一
 

人
？

の
消
费
額
名 

亦
多
し
。
瑞
典U

於

.け

る

消

費

額

の

八

七

は

英

國

の

輸
 

入
に
係
6

、
獨
逸
の
!it

入
額
の
七
五
％
幷

に

他

醫

の 

輸
入
額
の
四
五
％
は
英
國
ょ6
輸
出
せ
i

の
：な
6

0 

西

班

牙

％

亦

近

年

其
： .

の
消
費
額
の
三
八
乃
至
三
八
%
を 

英
國
ょ
6

輸
入
せ
6

。

(

I

紹

介

米

の

政

黨

政

治

• 

大
正
二
部
三
刀
慶
應
魏
熟
出
版
：

■: 

ル
：§:
1
1苗
十
八
贺
眾
似
八
十
錢

本
書
は
、
本
苹
初
春
に
於
け
.る
戀
政
の
危
機
に
際
し 

V
、

國
民
の
政
治
的
織̂

を
萵
む
る
の1

資
料
把
ら
し 

め
ん
、

S

爲
め
に
#

述
上
粹
せ
ら
れ̂

る
0

の
な
6

。
著 

卷
は
腎
頭
政
黨
の
懷
成
を
明&

に
し
、
且
つ
政
黨
の
必 

要
な
る
所
以
を
就
明
し
、
轉
匕
て
、
英
、
米
、
佛
、
獨 

の
四
：ヶ
國M

於
け
る
政
黨
政
治
のI

膳
に
¥

起
し
、 

其
發
達
の
經
赂
を
諭-bV

现
狀
U

E
き
及
ぼ
し
、
且
つ 

各
其
長
所
と
短
所
を
指
摘
せ6

。
終
6

に
結
論
と
し
て 

我
國
の
政
黨
の
現
狀
に
論
及
し
、
同
志
會
に
對
し
て
桂 

公
を
放
逐
せ
ん
こ
と
を
慫
慂
し
、
猶
ほ
附
錄
と
し

V

卷 

尾
に
英
國
最
近
政
變
の一

r

を
加
，へfc
^

t

.

.金
篇
明
快
な
る
叙
述
馓
に
し

V

要
を
盡
せ
み
。
僅
 々

ニ
百
贾
の
一
小
册
に
しV

、

，
四

强

國

の

政

黨

政

治

の

眞

„

邯
_

と
、
紹

介':
.
, 

一

髓
を
穿
ち
て
餘
蘊
な
か
し
む
る
名
の
蓋
し
本
書
を
措
き 

て
偷
に
之
を
求
ひ
べ
か
ら
申°

-

日
本
.

に
はH

I

本
特
有
の
國
體
、
歷
史
、
慣
習
、
.
民
族 

心
理
.

あ
6

て
、
外
國
に
於<

成
功
せ
る
名
の
必
、
?

し
％ 

我
國
に
於
て
成
功
せ
す
ヽ
叉
外
國
に
於
て
失
敗
に
歸
せ 

.

し
名
の
必
,

し
名
我
國
に
於<

失
敗
す
ベ
し
と
云
§
 

は
ぎ
る
也
。
然
6

と
雖
ぢ
、
遨
政
少
く
とS

其
形
式
は 

輸
入
品
な
石
を
以

.

て
、
若
し
憲
政
の
發
達
を
訐
ら
ん 

i

欲
せ
ば
、i

且
ら
ズ
其
形
式
が
失
れ
を
生
み
^
る
地
に 

於
<

如
何
に
發
達
し
、
如
何
に
運
用
，せ
ら
れ
ヽ
如
何
な 

る
特
色
と
如
何
な
る
弱
點
を
有
す
に
至
れ
る

&

を
知
る 

の
緊
要
な
る
こ
とid
：
玆
1C

赘
言
す
る
の
要
な
け
ん
。
而 

し
て
本
書
は
能
く
此
知
識
を
讀
者

y

提
供
せ
る
名
の
な.

1：


